
◆外傷初期診療では、Primary surveyで生理学的な安定を図ってから、Secondary 
surveyで詳しく全身の観察を行う。

◆受傷機転、症状から見逃してはいけない疾患を鑑別にあげ、診察を行う

80歳代女性 前胸部痛
救急隊からの情報：
交差点での車対車の交通外傷

シートベルト着用、エアバッグ
作動なし
意識清明、バイタル安定

Primary survey
（ ）学的評価を行う
ABCDEアプローチ
異常がある場合には蘇生を行う

Secondary survey
（ ）学的評価を行う
頭から足先まで診察する

9月6日朝の勉強会 テーマ「外傷」
担当 K先生


